
自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

年度当初に月別の年間執行計画を作成し、適宜見直しを行うとともに、予算の執行は全て厚生労働本省で直接行い、
全ての支出先を把握している。

見直しの
余地

余分な職員旅費等が発生しないよう、委員への事前レクのタイミング、方法などを効率的に（メール・電話、都内近傍で
の実施）を行っている。
予算の執行は適切に行っているが、予算額と執行額に乖離が生じた場合は、理由を分析の上、予算要求の方法につ
いて改善していく点がある場合には、的確に予算に反映してまいりたい。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

本事業の目的は概ね達成されたと判断し、平成２１年度をもって廃止している。

補
　
記

100 100%

総事業費(執行ベース) 2 1

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

検討会の開催
開催回数：年４回
委員数：２０名

実施状況 H20～H21 終末期に関するあり方懇談会　５回開催

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 2 1 － －

執行額 2 1

執行率

会計区分 一般会計 上位政策 -

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
予算補助

関係する計
画、通知等

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

在宅医療については、国民の関心も高く、在宅による医療サービスを受けることを望む国民も増えてきているところであ
る。これまでも国民や医療従事者等に望ましい療養のあり方について意識調査を実施してきたところであるが、今後、
これまでの調査結果を踏まえながら、国民が望む在宅医療を実現するための調査研究を更に進め、我が国の在宅医
療の推進に資するものである。

事業番号 40

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 医療問題調査費（医）
事業開始

年度
平成２０年度 作成責任者

担当部局庁 医政局 担当課室 政策医療課在宅医療推進室 室長　山本　要



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

Ａ．委員旅費

0.263百万円

Ｃ．会議費

0.012百万円

Ｄ．速記料

0.202百万円

うち事務費（旅費、消耗

品購入費）

0.493百万円

Ｂ．謝金

0.510百万円

厚生労働省

1.480百万円



計 0 計 0

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）


